
教科 英語

【第６学年】

①課題

②原因

③方策
次年度
目標値

87.5

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった
課題と学力向上に向けた取組

品川区立京陽小学校

１　概要
全体正答率は目標値を大きく上回っている。
特に、基礎に関しては目標値を大きく上回り、基礎学力の定着がうかがえる。

２　課題と
取組

リスニングにおいては課題が残り、Tuesdayを火曜と正答できない、Have  ｂreakfastが朝食をとると正答
できない、TとDの聞き間違いがある。上記問題においては正答率が目標値を下回っている。

TuesdayがThursdayと混同しやすかったり、Have～が聞き慣れない単語であったり、DとTはどちらも発
音の際の舌の位置と方法が似ていることが誤答の原因と考えられる。また注意力不足もある。

これまで通り英語にたくさん触れインプットの量を増やす。
聞いて真似するシャドーイングを繰り返し練習していく。

【学校全体の結果】
・全体正答率は目標値を上回っている。
・標準スコアによる分析でも、全国平均を上回り、過去5年間で最も高い数値を示している。
・基礎・活用、領域、観点とも、平均正答率においては、全国平均、区平均ともに上回り、学力の定着がうか
がえる。


